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＊電話のかけ間違いが多く発生しています。おかけ間違いのないようお願いします。 くらしの情報
一
般
情
報
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h内容　a日時・期間　b場所　c対象　d定員　e費用・料金　o持ち物　f申込・提出・応募　g問い合わせ　mEメール　i電話

問い合わせ…生涯学習課  i048-259-7655  k048-258-7604

川口市民大学 検索

川口市民大学 -前期講座-
市民の皆さんの学習意欲に応えるため、さまざまな講座を開催します。
市内在住・在勤・在学で18歳以上のかたが受講できます。
新型コロナウイルス感染症対策のため、一部動画配信・オンラインで
開催します。

※その他の講座は決定次第、広報かわぐちや市ホームページなどでお知らせします。

※講座ごとに、定員・申し込み期間が異なります。詳細は、市ホームページをご覧ください。  

詳細・申し込みは
こちらから

50歳以上のかたがたの交流と地域参加の機会を提供
することを目的とした、人、地域、社会がともに成長
する学びの場です。

せい じん だい がく

◇大学祭（ボランティア見本市）　10月17日（日）
◇卒業式　令和4年3月13日（日）

文化、教養などさまざまなことを学び、自分ができる
ことを見つけます。

自他の心の理解とサポートの方法を学びます。

さまざまな国の文化や言葉などを学び、多文化共生と
グローバル社会を考えます。

健康なカラダを作り、長寿の恩恵を楽しみましょう。

一人ひとりの知識や経験を持ち寄り、地域の問題を解
決します。
ボランティアの基礎を学び、ワークショップを通じてや
りたいことを探ります。

（今年度は新規募集を行いません）

起業を目指して、体験者や各種専門家から学びます。

概　　要
第1・3月曜日
14:00～16:30

第1・3月曜日
10:00～12:30

第1・3月曜日
18:00～20:30

第2・4月曜日
14:00～16:30

第1・3月曜日
14:00～16:30

第1・3月曜日
18:00～20:30

日　時 期間・回数

21人

６
月
〜
令
和
４
年
２
月
　
全
１３
回
前
後

35人

21人

21人

12人

12人

ー

12人

定員コ ー ス

A 社会教養

心理カウンセリング入門

国際

健康生きがいづくり

地域デザイン

ボランティア入門

郷土川口再発見

社会起業・ビジネス

B

C

D

E

F

G

H

第2・4月曜日
14:00～16:30

bキュポ・ラM４階（川口駅東口徒歩３分）など
c市内在住・在勤の50歳以上のかた（令和３年度中に50歳になるかたを含む）
eコースごとに異なります。（年間4,500円～5,500円）
募集案内…かわぐち市民パートナーステーション、図書館、第一本庁舎、支所などで配布。市ホームページからダウンロードもできます。
f４月21日（水）（必着）までに募集案内の専用往復はがきで（申し込み多数の場合は抽選）
問い合わせ…盛人大学事務局（かわぐち市民パートナーステーション内）i048-227-7633 （火～土曜日9:00～17:15（祝日を除く）） 

令和3年度受講生募集 ※詳細は募集案内をご覧ください。
※講座内容により曜日・時間が異なる場合があります。

親子ＹＯＧＡ教室
（動画配信）

5月

g南平公民館 i048-222-3612

開講時期 d50組
e無料
f5/1㈯～30㈰
市ホームページで

かわぐち歴ナビ
（動画配信）

6月

g中央ふれあい館 i048-222-2798

開講時期 d40人
e無料
f6/1㈫～30㈬
市ホームページで

環境にやさしい豊かなくらしを学ぼう
（オンライン開催予定）

6月

g戸塚公民館 i048-295-1808

開講時期

（全4回） （全4回） （全4回）

d40人
e無料
f5/6㈭～12㈬
市ホームページで

（申し込み多数の場合は抽選） （申し込み多数の場合は抽選） （申し込み多数の場合は抽選）

心と体を結び合わせる「ＹＯＧＡ」のポーズで柔軟
性を高めてしなやかな体をつくります。運動を通
して親と子が触れ合い、絆を深めましょう。

川口にまつわる歴史や文化を紐解き、現代社会に
活かすための知識を深めます。

地球温暖化、ごみ問題、海洋プラスチック、食品ロ
ス、生きものの減少など、さまざまな環境問題を改
めて考え、ものやエネルギー・自然を大切にするく
らしを学びます。
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今
年
の
１
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
２
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
、
３
月
21
日
に
解

除
と
な
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
川
口

市
内
で
は
日
々
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。現
在
、市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
事

は
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
変
異

株
の
動
向
と
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安

全
性
に
つ
い
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る

遺
伝
子
の
種
類
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル

ス
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
と
に
分
か
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
遺
伝
子
情
報
が
書
か
れ
た
テ
ー

プ
と
し
て
強
固
で
す
が
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
も
ろ

く
て
書
き
換
え
ら
れ
た
り
欠
損
し
た
り
と

い
っ
た
変
異
が
起
こ
り
や
す
い
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ

ル
ス
で
す
の
で
、
細
胞
か
ら
細
胞
へ
と
感

染
を
繰
り
返
す
う
ち
に
変
異
を
起
こ
す
の

は
、
あ
る
意
味
必
然
だ
と
言
え
ま
す
。
私

た
ち
は
、
こ
の
変
異
を
ウ
イ
ル
ス
の
分
類

（
ク
レ
ー
ド
分
類
と
言
い
ま
す
）
に
も
利

用
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
変
異
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
宿
主

細
胞
の
レ
セ
プ
タ
ー
と
の
結
合
に
関
係
す

る
ウ
イ
ル
ス
膜
表
面
の
ス
パ
イ
ク
蛋
白

（
Ｓ
蛋
白
）
に
重
大
な
変
化
が
起
き
て
い

る
か
ら
な
の
で
す（
図
）。
こ
の
変
異
で
は
、

宿
主
細
胞
へ
の
感
染
性
が
増
加
し
、
特
に

小
児
に
感
染
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
蛋
白
は
、
ワ
ク

チ
ン
に
も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
、
Ｓ
蛋
白
と
結
合
す
る
抗
体

（
中
和
抗
体
）
を
免
疫
細
胞
に
作
ら
せ
て
、

ウ
イ
ル
ス
を
失
活
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
一
部
の
変
異
で
は
、
こ
の
中

和
抗
体
と
の
結
合
性
に
変
化
が
お
こ
る
可

能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、

こ
れ
ら
の
変
異
に
は
、
病
原
性
へ
の
影
響

は
無
い
よ
う
で
す
が
、
市
中
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
増
加
が
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
重
症
化

リ
ス
ク
の
あ
る
人
へ
の
感
染
者
増
加
に
つ

な
が
っ
た
り
、
せ
っ
か
く
打
っ
た
ワ
ク
チ

ン
が
効
か
な
か
っ
た
り
す
れ
ば
、
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
動
向
に
注
意

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
23
日
現
在
、
国
内
承
認
ま
た
は
申

請
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

は
、
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
の
製
法
に
よ
る
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
や
生
ワ
ク
チ
ン
と
は
異
な

り
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ

Ａ
）
ワ
ク
チ
ン
や
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ

ク
チ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ウ

イ
ル
ス
の
Ｓ
蛋
白
そ
の
も
の
（
ま
た
は
そ

の
一
部
）
を
注
射
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｓ

蛋
白
を
コ
ー
ド
し
て
い
る
遺
伝
子
を
注
射

し
ま
す
。
し
か
も
皮
下
注
射
で
は
な
く
、

今
回
は
筋
肉
内
へ
の
注
射
で
す
。
イ
ス
ラ

エ
ル
や
欧
米
諸
国
で
は
、
す
で
に
多
く
の

人
が
日
本
で
使
用
す
る
も
の
と
同
じ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
発

症
率
を
95
％
も
抑
制
さ
せ
る
と
い
っ
た
効

果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
重
症

化
の
抑
止
に
も
つ
な
が
る
成
果
で
す
の
で
、

か
な
り
有
望
な
ワ
ク
チ
ン
と
言
え
ま
す
。

副
反
応
と
し
て
ご
く
ま
れ
に
強
い
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
で
あ
る〝
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

が
出
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
の
で
と
て
も
心
配
だ
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
ま
で
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
な
ど
で
も
同
様
の
確
率
で
起
こ
る
も

の
で
、
「
接
種
後
15
分
か
ら
30
分
以
内
に

突
然
に
、
蕁
麻
疹
や
発
疹
、
血
圧
の
低
下
、

頻
脈
、
喘
息
様
の
呼
吸
器
症
状
、
口
唇
・

舌
・
喉
等
の
腫
れ
な
ど
が
出
現
し
て
く

る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
で
は
、
安
全
に
接
種
で
き
る

よ
う
に
、
こ
の
〝
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
〞

に
対
し
て
万
全
の
備
え
を
と
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
安
心
し
て
接
種
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
接
種
し
て

か
ら
す
ぐ
に
効
果
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
発
症
抑
制
・
重
症
化
抑
止

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
感
染
そ
の
も
の
を

抑
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
感
染
源
対
策
（
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

汚
染
場
所
の
消
毒
な
ど
）
や
感
染
経
路
対

策
（
３
密
対
策
、
飛
沫
対
策
の
マ
ス
ク
装

着
、
手
洗
い
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
引
き
続
き
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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川口市内の新型コロナウイルス陽性者の年齢分布

＊新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き第4.1版より引用

川口市ホームページ「新型コロナウイルス感染症患者の発生について」陽性者一覧（1月）
https://www.city.kawaguchi.lg.jp/soshiki/01090/018/32705.html　より作成
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決して気を緩めず、引き続き対策の徹底を！
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※感染防止対策をした上でインタビューしています

変
異
ウ
イ
ル
ス
と
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

新型コロナウイルスのスパイク蛋白（S蛋白）と中和抗体
S蛋白

宿主レセプター
中和抗体
（ワクチンで作られる）

宿主細胞
た
ん
ぱ
く

じ
ん 

ま 

し
ん


